
金沢工業高等専門学校 基準11 

- 384 - 

基準11 管理運営 

 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況） 

学園の学校法人金沢工業大学寄附行為細則は、第14条において理事長職務の権限委譲を定め、本校

の教学の責任者を校長としている（資料11－１－①－１：学校法人金沢工業大学寄附行為細則）。こ

れにより、校長が本校の教育研究の最高意思決定者として規則上の位置付けが明確にされている。校

長は、学園の理事として学園の意思決定に参画し、また学園人事委員会及び予算編成審議会、安全衛

生委員会、国際交流委員会、研究支援機構運営委員会、教育支援機構運営委員会等、学園の常設委員

会の委員として本校を代表して参画している（資料11－１－①－２：組織図）。 
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資料 11－１－①－１ 

学校法人金沢工業大学寄附行為細則 

 

 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料 11－１－①－２ 

組織図 

高専
校 長

教務主事 ③・⑨・⑮

学生主事 ④・⑰ ・*5

進路指導主事 ⑤・⑱

研究主事 ⑥・⑦ ・⑧ ・*1・ *2 ・ *3

電気電子工学科長

機械工学科長

グローバル情報工学科長

一般教科主任

地域連携教育センター主任 ⑩

事務局長

副 校 長
⑪ ・ ⑫

*４

①学務会議

②教員会議（全教職員）

③教務委員会

④厚生補導委員会

⑤進路指導委員会

⑥金沢高専安全委員会＊3 

⑦KTC教育評価委員会＊1

⑧創造教育研究所

⑨CDIO委員会

⑩地域連携委員会

⑪学生募集委員会

⑫国際交流委員会＊4

⑬ロボコン委員会

⑭プロコン委員会

⑮入試運営委員会

⑯ 「専」編集委員会

⑰キャンパスハラスメント委員会＊5

⑱資格指導委員会

穴水湾自然学苑部会

情報教育部会

理事会

KIT評価向上委員会 KTC教育評価委員会＊1

研究評価支援委員会＊2 顧客満足度向上プロジェクト委員会

予算編成審議会 安全衛生委員会＊3 国際交流委員会＊4 同和対策委員会

性差別防止委員会＊5 防火防災委員会 校史編纂委員会 ばっくあっぷ編集委員会

旦月会報編集委員会 資金運用管理委員会

研究支援機構

産学連携機構

法人本部

ライブラリーセンター

情報処理サービスセンター

情報基礎教育研究センター

自己開発センター

数理工教育研究センター

プロジェクト教育センター・夢考房

基礎英語教育センター

穴水湾自然学苑

カウンセリングセンター

教育支援機構

十年委員会

大 学

参事 ⑯

進路指導部会

インターンシップ部会

資格指導部会

キャリアデザイン教育部会

連携教育部会

体験入学部会

評議委員会

学園倫理委員会

学園協議会

 

（出典 教員会議資料） 
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本校は、副校長、教務主事、学生主事、進路指導主事、研究主事、各学科長、国際交流主任、地域

連携主任、一般教科主任、事務局長、事務局参事による校長の補佐体制を整備している（資料11－１

－①－３：学校法人金沢工業大学管理規則 第６章高専）。また、各主事、各学科長、各主任及び事

務局長は、校長の指導に基づき校務分担を行っており、各主事が長を務める入試、教務、厚生補導、

進路指導、創造技術教育研究所やこれらの専門部会が組織されており、本校の意思決定を支えている

（資料11－１－①－２：組織図）。最終的な審議機関として学務会議を設置し、「Ⅱ 目的」を達成

するための校長のリーダーシップが発揮され、主事間、委員会間の連携と、校長の全体把握が図られ

ている（資料11－１－①－４：金沢工業高等専門学校学務会議規程）。 
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資料 11－１－①－３ 

学校法人金沢工業大学管理規則 第６章高専 

 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料 11－１－①－４ 

金沢工業高等専門学校学務会議規程 

 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

「Ⅱ 目的」を達成するため、校長、副校長、各主事、各学科長、各主任、事務局長の役割が明確

になっており、校長のリーダーシップの下で、効果的な意思決定が行える体制となっている。 

 

観点11－１－②： 管理運営の諸規程が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，

効果的に活動しているか。また，危機管理に係る体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の管理運営や各種委員会に係る規定は資料 11－１－②－１：学校法人金沢工業大学管理規則

を定め、更にこれに基づいた諸規則が整備されている（資料 11－１－②－２：学校法人金沢工業大

学規則集目次）。 
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資料 11－１－②－１ 

学校法人金沢工業大学管理規則 
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（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料 11－１－②－２ 

学校法人金沢工業大学規則集目次 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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事務組織は、教学に係わる事務を本校事務局に、管理部門を法人本部に、支援部門を産学連携機構、

教育支援機構及び研究支援機構と役割を分担し運営している（資料 11－１－②－３：事務分掌規

程）。 

 

資料 11－１－②－３ 

事務分掌規程 

 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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学園は安全衛生委員会を設置し、本法人の教職員、学生等の安全衛生に関する事項を審議し、実施

しており、安全確保及び健康の維持増進を図るため、安全委員会と衛生委員会の専門委員会を設置し

ている（資料11－１－②－４：学園安全委員会ウェブサイト、資料11－１－②－５：安全委員会の組

織と役割（ウェブサイト）、資料11－１－②－６：金沢高専教職員安全担当表、資料11－１－②－

７：安全委員会関係規則）。 

 

資料 11－１－②－４ 

安全委員会ウェブサイト  

 

 

（出典 学園安全委員会ウェブサイト） 
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資料 11－１－②－５ 

安全委員会の組織と役割  

 

（出典 学園安全委員会資料） 
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資料 11－１－②－６ 

金沢高専教職員安全担当表 

 
H24.4.1

　 備　　考 備　　考

　機 械 工 学 科 高野則之 ※

※　 　ロボティクス学科 小暮　潔 ※

　航空システム工学科 廣瀬康夫 ※

　電気電子工学科 深見　正 ※

　電子情報通信工学科 牧野　滋 ※

情報工学系 渡辺弥壽夫 ※　 　情 報 工 学 科 長田茂美 ※

環　境　系 徳永光晴 　環境土木工学科 徳永光晴 ※

　建  築  学  科 後藤正美 　

　建築都市デザイン学科 蜂谷俊雄 　

　メディア情報学科 山田真司 　

山田真司 　心 理 情 報 学 科 近江政雄 ※

　経 営 情 報 学 科 鈴木康允 　

　応用バイオ学科 吉澤達也 　

　応 用 化 学 科 露本伊佐夫 ※

　修学基礎教育課程 藤本元啓

　　(人文社会科学) 岡本延美 ※

　　(生涯スポーツ) 村田俊也 ※

　英語教育(課程)

　　(基礎英語教育センター)

　　(基礎英語教育センター事務室) 中橋佳子 　

　数理工基礎教育(課程)

　　(数理工教育研究センター　Ａ)

　　(数理工教育研究センター　Ｂ) 山野剛助 　

　　(数理工教育研究センター事務室) 大畠隆司 ※

基礎実技教育課程 千徳英一 　基礎実技教育課程 岩田節雄 　

　虎ノ門大学院 加藤浩一郎 　

　虎ノ門事務室 泉屋利吉 　

　臨床心理学専攻 塩谷　亨 　

　　(臨床心理センター)

　　(カウンセリングセンター)

　庶   務   部 川邊　宏 　

　学   務   部 寺田正人 　

　入試センター 北村長次 　

　八束穂事務室 尾高幸弘 ※

　学友会組織 村西鉄二 　

　一  般  教  科 大原しのぶ 　

　電気電子工学科 直江伸至 　

　グローバル情報工学科 元木光雄 　

　 　機 械 工 学 科 伊藤恒平 　

　課  外  活  動 大崎富雄 　

　事   務   局 山岸　徹 　

　ＬＣ　業務部 / 学習支援部 　

　ＬＣ　生涯学習室(放送大学) 　

　情報処理サービスセンター 河合儀昌 　

　ＡＶ室 木谷幸造 ※

　自己開発センター 山本成人 　

　情報基礎教育研究センター 竹島　卓 ※

 　夢考房２６ 太田誠鉄 ※

　夢考房４１ 高羽正人 　

　スポーツ考房 大鋸　鉄 　

　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ教育ｾﾝﾀｰ7号館 吉江則雄 　

　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ教育ｾﾝﾀｰ24号館 浅野泰樹 　

穴水湾自然学苑 長谷川政秀 　穴水湾自然学苑 菅原光彦 ※

　研究支援部 泉屋利明 　

　産学連携推進部 谷　正史 　

　進路開発センター 神田信幸 　

 　オープンリサーチセンター         (4)  　

　各　金沢工大附置研究所          (11) 各 所 長 　

　各　金沢工大研究センター        (15)  　

　明倫館事務局 本野康秀 　

　監　 査　 室 野川孝春 　

　校友会事務局 松田孝一 ※

　企   画   部 二飯田憲蔵 　

　法人部 / 東京事務所 田向　純 　

　総務部 / 池の平セミナーハウス 百万光生 　

　財務部 / 資金運用室 徳田　守 　

　安全委員会室 中村康則 　

　施   設   部 　

　天池自然学苑 　

22 96 　 ※　新任

　学  侑   社

　金沢総合研究所

委託事業関係 　金沢工業大学扇が丘診療所

付属施設 　金沢工業大学扇が丘保育園

　ＦＭ-Ｎ１

　簡易郵便局

　施設関係業者事務室

大　　　学

英語教育課程(教育支援機構)

藤本元啓

高野則之

バイオ・化学系

ﾙｲｽ･ﾊﾞｰｸｽﾃﾞｰﾙ

加藤浩一郎

谷　正史

法　人　本　部

心　理　科　学
 (教育支援機構)

松石正克

数理工基礎教育課程
(教育支援機構)

安全推進委員会・委員長名

情報フロンティア系

環 境 ・建 築 学 部

情 報フロンティア 学 部

深見　正

機　械　系

電　気　系 ※　

学系等安全委員会・委員長名

 

 

金原　勲

(副)泉屋利明

村井好博

青木克比古

蜂谷俊雄

※　吉澤達也

塩谷　亨

法 人・施 設 部

諸谷小四郎

田畑浩数東　春雄

代表責任者

松本　　裕

教育支援機構

産学連携機構

　

　

　

ﾙｲｽ･ﾊﾞｰｸｽﾃﾞｰﾙ

青木克比古

宮崎ちえみ

教育支援機構

修学基礎教育課程

百万光生

大 学 事 務 局 福田謙之

金　沢　高　専

研　究　所

工　学　部

(プロジェクト教育ｾﾝﾀｰ)

独 立 専 攻

基 礎 教 育 部

虎ノ門キャンパス

バイオ・化学部

建　築　系
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部屋番号 室　名 責任者 区分 部屋番号 室　名 責任者 区分

1 31･101 会議室 山岸　徹 C 27 31･126 内燃機関・流体実験室 杉森　勝 Ｂ

2 31･102 印刷室 山岸　徹 C 28 31･127 工作室 林 道大 Ｂ

3 31･103 副校長室 向井　守 C 29 31･128 材料実験室 金井  亮 Ｂ

4 31･104 教員室 南出 章幸 C 30 31･201 Ｅラウンジ 大原　 しのぶ Ｂ

5 31･104分室 主事室 南出 章幸 C 31 31･2F ＰＳ 山崎 英機 Ｄ

6 31･104分室 教務室 南出 章幸 C 32 31･202 講義室－Ｄ５ 土地　邦生 Ｂ

7 31･105 事務室 山岸　徹 C 33 31･203 講義室－Ｍ５ 小間　徹也 Ｂ

8 31･106 校長室 山田 弘文 C 34 31･204 講義室－Ｃ５ 坂倉　忠和 Ｂ

9 31･107 応接室 山岸　徹 Ｃ 35 31･205 地域連携教育ｾﾝﾀｰ 香林 利男 Ｂ

10 31･108 応接室 山岸　徹 Ｃ 36 31･205-1 倉庫 香林 利男 D

11 31･109 応接室 山岸　徹 Ｃ 37 31･206 計測制御工学 今澤　 明男 Ｂ

12 31･110 主事室 高橋丈雄 C 38 31･207 情報伝送実験室 館　宜伸 Ｂ

13 31･112 女子更衣室 宮西 瑞子 Ｂ 39 31･208 情報処理演習室 藤島 悟志 Ｂ

14 31･114 電気応用実験室 直江 伸至 Ｂ 40 31･209 情報処理演習室 藤澤　武 Ｂ

15 31･115 電気応用実験室 直江 伸至 Ｂ 41 31･210
シミュレーション工学・
システム工学実験室

田村 景明 Ｂ

16 31･116 学生会室 大崎富雄 Ｂ 42 31･211
シミュレーション工学・
システム工学実験室

元木 光雄 Ｂ

17 31･117 多目的実験室Ⅰ 藤島　悟志 Ｂ 43 31･212 多目的実験室Ⅱ 藤島 悟志 Ｂ

18 31･118 電気機械実験室 松本  裕 Ｂ 44 31･214 進路指導室 高橋　丈雄 Ｂ

19 31･119 電気機械実験室 諸谷 徹郎 Ｂ 45 31･215 数理教員室 原　孝美 C

20 31･120 シャワー室 山岸　徹 Ｄ 46 31･216 数理教員室 原　孝美 C

21 31･1F 消火栓ポンプ室 山崎 英機 D 47 31･217 準備室 松井　洋 Ｂ

22 31･121 電気室 田畑 浩数 D 48 31･218 非常勤講師室 宮野 純光 C

23 31･122 機械室 目代 勇男 D 49 31･219 多目的実験室Ⅲ 伊藤　恒平 Ｂ

24 31･123 機械工作実験室 伊藤 恒平 A 50 31･301 合同講義室 山岸　徹 Ｂ

25 31･124 準備室 金井  亮 C 51 31･302 倉庫 坂野 信夫 Ｄ

26 31･125 内燃機関・流体実験室 天日　三知夫 Ｂ 52 31･303 倉庫 山岸　徹 Ｄ

部屋番号 室　名 責任者 区分 部屋番号 室　名 責任者 区分

53 31･304 倉庫 山岸　徹 Ｄ 79 35･101 倉庫 山岸　徹 Ｄ

54 31･305 倉庫 山岸　徹 Ｄ 80 35･102 倉庫 山岸　徹 Ｄ

55 31･306 音楽室 坂倉　忠和 Ｂ 81 35･103 倉庫 山岸　徹 Ｄ

56 31･3F ＰＳ 山崎 英機 Ｄ 82 35･104 高専祭室 大崎 富雄 Ｄ

57 31･307 講義室－Ｔ２ 宇都宮　隆子 Ｂ 83 35･105 高専祭室 大崎 富雄 Ｄ

58 31･308 講義室－Ｍ２ 林　道大 Ｂ 84 35･106 高専祭室 大崎 富雄 Ｄ

59 31･309 講義室－Ｇ２ 藤澤　武 Ｂ 85 35･107 ハンズオン部(倉庫) 伊藤 恒平 Ｄ

60 31･310 講義室－Ｔ１ 谷口　航 Ｂ 86 35･108 放送・無線部 今澤 明男 B

61 31･311 講義室－Ｍ１ 金井　亮 Ｂ 87 35･109 写真部 天日　三知夫 B

62 31･312 講義室－Ｇ１ 山﨑　梓 Ｂ 88 35･111 柔道部 杉森　勝 B

63 31･313 倉庫 直江 伸至 Ｄ 89 35･112 男子洗面・シャワー室 山岸  徹 Ｄ

64 31･314 準備室 南出　章幸 C 90 35･201 スキー部 高橋 丈雄 B

65 31･314 光学実験室 南出　章幸 Ｂ 91 35･202 水泳部 香林 利男 B

66 31･315 光学実験室 坂倉　忠和 Ｂ 92 35･203 バドミントン部 元木 光雄 B

67 31･316 コンピュータ演習室 館　宜伸 Ｂ 93 35･204 将棋部 松本　昇久 B

68 31･316-1 プロコン室 田村 景明 Ｂ 94 35･205 サッカー部 宮野 純光 B

69 31･317 マルチメディア演習室 館　宜伸 Ｂ 95 35･206 野球部 藤島 悟志 B

70 31･318 準備室 宮野 純光 Ｃ 96 35･207 テニス部 木原 均 B

71 31･4F ＰＳ 山崎 英機 Ｄ 97 35･208 ソフトテニス部 松井　洋 B

72 31･401 講義室－Ｔ４ 諸谷　徹郎 Ｂ 98 35･209 バスケット部 諸谷 徹郎 B

73 31･402 講義室－Ｍ４ 秋山　晃 Ｂ 99 35･210 バレーボール部 松本  裕 B

74 31･403 講義室－Ｇ４ 館　宜伸 Ｂ 100 35･211 陸上競技部 大原 しのぶ B

75 31･404 講義室－Ｔ３ 木原 均 Ｂ 101 35･212 女子洗面・シャワー室 山岸　徹 Ｄ

76 31･405 講義室－Ｍ３ 原　孝美 Ｂ

77 31･406 講義室－Ｇ３ 瀧本　明弘 Ｂ

78 31･407 倉庫 山岸　徹 Ｄ  

（出典 学園安全委員会資料） 
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資料 11－１－②－７ 

安全委員会関係規則 

○学校法人金沢工業大学安全衛生委員会規則 
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○学校法人金沢工業大学安全衛生管理規程 
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○学校法人金沢工業大学安全委員会規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の管理運営は、「Ⅱ 目的」の達成に向け、必要な組織や委員会等が編成され、その役割等が

規程化され明確になっている。また、校長のリーダーシップについては、教学の責任者として規程化

されており、効果的な意思決定が行える体制になっているといえる。 
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観点11－２－①： 自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総

合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の自己点検評価の仕組みは資料11－２－①－１：自己点検評価の仕組みのとおり、学生と教員

の相互確認、教員の自己点検、学校全体の自己点検の３層で行っている。これら自己点検評価の仕組

みと、結果を受けたFD研修の実施状況、アンケート調査の実施状況、自己点検評価の報告書を本校の

ウェブサイトで公表している（資料11－２－①－２：自己点検評価の仕組み・FD）。 

 

資料 11－２－①－１ 

自己点検評価の仕組み 

 

（出典 学生便覧 2012 P.31） 
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資料 11－２－①－２ 

自己点検評価の仕組み・FD 

 

（出典 金沢工業高等専門学校ウェブサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の自己点検評価は全学的かつ総合的に実施される体制を整え、具体的にどのような改善活動が

行われたかに至るまでウェブサイトで公表している。 

 

観点11－２－②： 自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されているか。 

（観点に係る状況） 

学園は理事会の諮問機関として、理事長及び外部有識者によって組織された「十年委員会」を設置

している（資料11－２－②－１：十年委員会規程）。十年委員会では教育研究、経営の計画及び状況

について報告を行ったのち、学識経験者から専門性に特化した意見や助言が提供されており、事業の

方向性や的確性の検証を可能とすると共に、社会的要請を踏まえた経営戦略の策定を行っている（資

料11－２－②－２：十年委員会の開催）。 
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資料 11－２－②－１ 

十年委員会規程 

 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料 11－２－②－２ 

十年委員会の開催 
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（出典 旦月会報 平成 18 年 11 月号 P.18-19） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学園に理事会の諮問機関として、十年委員会を設けており、事業の方向性や適確性並びに自己点検

の実施内容とその評価結果について検証が行われ、社会要請を踏まえた総合的な戦略の策定を行って

いる。 
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観点11－２－③： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況） 

自己点検評価の結果はKTC教育評価委員会で審議され、その結果を受け学務会議で改善に向けた企

画立案が行われ、各委員会等で具体的に実施に移されており、「Ⅱ 目的」の達成に向け教育研究の

管理運営にフィードバックが行われている（資料11－１－①－２：組織図）。具体的にはCDIO委員会

及び地域連携委員会の設置、国際交流主任、地域連携主任及び一般教科主任の配置、学生募集・国際

交流担当副校長の配置等がある。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の最高決定機関である学務会議で改善に向けた企画が立案がされ、各種委員会で具体的に実施

されるシステムは、すでに多くの改善実績を残しているため、適正に運営されていると考えている。 

 

観点11－３－①： 外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映されてい

るか。 

（観点に係る状況） 

平成18年10月に開催された十年委員会では、主にグローバル化への対応と、国際コミュニケーショ

ン情報工学科が入学定員を充足していない等、学生募集状況の改善について提言を受けた（資料11－

２－②： 十年委員会の開催）。 

この提言を受け、グローバル化への対応については、オタゴ・ポリテクニクへの留学促進、海外連

携校のオタゴ・ポリテクニク、シンガポール理工学院とのテレビ会議システムの設置、CLE2プログラ

ム（文部科学省GP事業に選定）の実施、CDIOイニシアチブへの加盟等を行ってきた。学生募集状況の

改善については、国際コミュニケーション情報工学科が、中学校から見て学科名称と学ぶ内容の不明

確さが有ること、電気情報工学科があり情報工学の名称が二つの学科に付いていることなどから、国

際コミュニケーション情報工学科をグローバル情報工学科へ、電気情報工学科を電気電子工学科へと

名称変更を行った。また、学生募集を見直し、広報資料・ホームページの充実、オープンキャンパス

・体験入学・入試説明会の充実など継続的に取組んだ結果、全ての学科で適正な入学定員を確保でき

るようになった。 

平成17年度に受審した高等専門学校機関別認証評価では、改善を要する点として十年委員会と同様

に、国際コミュニケーション情報工学科が３年間、入学定員を充足していないことや、自己点検評価

の結果を一般社会への公表が十分に行われていないとの評価を頂いた。国際コミュニケーション情報

工学科の入学定員充足については上述のとおりであり、自己点検評価の結果については本校のウェブ

サイトに掲載し一般社会へ公表した。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 十年委員会からの提言を受けてグローバル化への対応や学生募集の見直しを図り、グローバル化に

おいては文部科学省のGP事業にも選定されるプログラムを開発し、学生募集についても定員割れから

の脱却を果たすことができた。第三者評価である高等専門学校機関別認証評価から受けた、自己点検

評価の公表についても本校のウェブサイトに掲載し一般社会に公表するようにするなど、適切に改善

活動に反映されていると考えている。 
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観点11－３－②： 学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用しているか。 

（観点に係る状況） 

学園の建学綱領の一つに産学協同があり、建学以来、地域との連携し現場技術者の育成を目指して

おり、４年生に全員参加のインターンシップを実施している（資料11－３－②－１：インターンシッ

プ報告会）。また、企業から現役技術者を招いて講演会などを実施している（資料11－３－②－２：

企業講演）。 

産学連携による実践的教育の必要性から「16歳からの“将来の工場長”育成教育プログラムの開発

と実践」を実施し、地域や企業と連携した教育プログラムを実施している（資料11－３－②－３：16

歳からの“将来の工場長”育成教育プログラムの開発と実践）。この取組は文部科学省のGP事業に選

定されている。 
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資料 11－３－②－１ 

インターンシップ報告会 
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（出典 旦月会報 平成 22 年 10 月号 P.44-46） 
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資料 11－３－②－２ 

企業講演 

 

（出典 旦月会報 平成 23 年 5 月号 P.51） 
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資料 11－３－②－３ 

16 歳からの“将来の工場長”育成教育プログラムの開発と実践 

 

（出典 金沢工業高等専門学校ウェブサイト） 

 

卒業生と在学生が交流するホームカミングディを設け、在学生は卒業生から学生時代にやっておく

べきことなど、社会人としてのアドバイスをもらっている（資料11－３－②－４：ホームカミングデ

ィ）。 
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資料 11－３－②－４ 

ホームカミングディ 

 

（出典 旦月会報 平成 23 年 1 月号 P.25） 

 

地域連携教育センターの活動の一環として、SAが小中学校への出前授業や中学校の成績不振者向け

の土曜補習講座を行っている。この地域教育支援活動は学生が、小中学生に「教える」という行為を

通して効力感と自信を育むことで、学生の学習意欲の向上を図っている（資料11－３－②－５：地域

連携教育センター）。 
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資料 11－３－②－５ 

地域連携教育センター 

 

（出典 学生便覧 2012 P.134） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

４年生に全員参加のインターンシップを実施し、また、文部科学省のGP事業にも採択された産学連

携教育である「16歳からの“将来の工場長”育成教育プログラムの開発と実践」を開発し、産業界と

の共同教育を実施する等、積極的に外部教育資源としての産業界との連携を深化し、活用していると

いえる。 
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観点11－４－①： 高等専門学校における教育研究活動等の状況や，その活動の成果に関する情報

を広くわかりやすく社会に発信しているか。 

（観点に係る状況） 

本校の教育研究活動は「教育情報の公表」資料としてまとめ、ウェブサイトで公表している（資料

11－４－①－１：教育情報の公表）。この資料は法令に対応することはもとより、積極的な情報発信

の資料となり、平成 23 年度は 2,890 件のアクセスがあった。その他、本校の取組はウェブサイトで

積極的に公表しており、平成 23 年度は 105,153 件のアクセスがあった（資料 11－４－①－２：金沢

工業高等専門学校ウェブサイト）。 
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資料 11－４－①－１ 

教育情報の公表  

 
（出典 金沢工業高等専門学校ウェブサイト） 
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資料 11－４－①－２ 

金沢工業高等専門学校ウェブサイト  

 

（出典 金沢工業高等専門学校ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の教育研究活動は「教育情報の公表」資料としてウェブサイトで公表されており、内容は法令

を満たすためだけのものではなく、積極的な情報発信資料としてわかりやすく編集するように心がけ、

かつ、そのアクセス数を毎月モニターし、その有効性を確認している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 理事長及び外部有識者によって組織された学園諮問機関である「十年委員会」では、学識経験者か

ら専門性に特化した意見や助言が提供されており、事業の方向性や的確性の検証を可能とすると共に、

社会的要請を踏まえた経営戦略の策定を行っている。最近では平成18年に行われた十年委員会での提

言を受けてグローバル化や学生募集の改善に取組み、大きな成果があったと考えている。 

 自己点検評価活動は、本校のみならず全てのステークホルダーの協力の下に行われており、評価活

動に関する資料や結果は、ウェブサイトにて公表している。 

 

（改善を要する点） 

 外部の教育資源の積極的な活用は、本校の教育の特色として力を入れて取組んでいることではある

が、実践的教育を推進するうえで、更なる取組の改善が必要であると認識している。 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

校長は本校の教育研究の最高意思決定者として規則上の位置付けが明確にされており、副校長、教

務主事、学生主事、進路指導主事、研究主事、各学科長、国際交流主任、地域連携主任、一般教科主

任、事務局長、事務局参事による校長の補佐体制が整備されている。更に校長は最終的な審議機関で

ある学務会議の長を務め、各主事間、委員会間の連携と全体把握が図られている。 

 教学部門は、各主事、各学科長、各主任及び事務局長は校長の指導の下で入試、教務、厚生補導、

進路指導などの専門部会を組織し、公務が有効に分担されて機能している。また、事務組織は、管理

部門を法人本部に、支援部門を産学連携機構、教育支援機構及び研究支援機構に、教学に係わる事務

は本校事務局と役割を分担している。そして、学園は安全衛生委員会を設置し、安全衛生に関する事

項を審議し、本校の安全確保及び健康の維持増進を図るため、安全委員会と衛生委員会の専門委員会

を設置している。 

 本校の自己点検評価の仕組みは、学生と教員の相互確認、教員の自己点検、学校全体の自己点検の

３層で行っており、これら自己点検評価の仕組みと、結果を受けた FD 研修の実施状況、アンケート

調査の実施状況、自己点検評価の報告書は本校のウェブサイトで公表すると共に、その結果を受けた

学務会議は改善に向けた企画立案を行い、各委員会等で具体的なフィードバックが行われる。学園は

理事会の諮問機関として、学校法人の教育・研究・経営全般にわたって点検・評価する「十年委員

会」を設置しており、外部有識者による検証が行われている。近年は、十年委員会からのグローバル

化への対応、学生募集状況の改善などの提言や自己点検評価の結果を受け、CLE2プログラムの開発や

平成 21 年度の学科改組などを行ってきた。CLE2プログラムは文部科学省の GP 事業に選定され、学生

募集についても全校的に取り組んだ結果、全ての学科で適正な入学定員を確保できるようになるなど

の成果をあげている。 

 学園の建学綱領に産学協同を掲げる本校では、地域や企業との連携を積極的に取り入れ、４年生に
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全員参加のインターンシップを実施し、また文部科学省の GP 事業にも選定された産学連携教育「16

歳からの“将来の工場長”育成教育プログラムの開発と実践」を補助事業終了後も実施している。 

 本校の教育研究活動は「教育情報の公表」資料としてまとめ、ウェブサイトで公表している。 


